
 

平成 27 年度広島県立福山少年自然の家主催事業実施報告 

「地球こどもアドベンチャー」  １ 日程 平成 27 年 12 月 19 日（土）～20 日（日）１泊２日  ２ 参加人数 小学校３年生～中学校３年生。男子 12人，女子 17 人。  ３ スタッフの人数 講師４人，ボランティア 11 人  ４ 企画・運営のポイント （１） 海外で生活していた講師から話を聞いたり，世界のいろいろな場所で使われている道具や衣装，写真を見せることで，他の国の生活をイメージしやすくさせる。 （２） ４つのグループそれぞれに違ったルールを設定し，同じ活動をさせることで，歯がゆさを感じさせながら，課題クリアに向けてチャレンジさせる。本体験が，お互いの違いを認め合い理解することにつながり，異文化理解の素地をつくる。  ５ 実施の概要 （１）１日目 12 月 19 日（土） 時刻 内容 写真 10：00 開会式  10：20 “地球生活探険隊”結団式 写真１・写真２・写真３ 写真４・写真５ 12：00 昼食  13：00 行くぞ！地球生活探険隊員 写真６・写真７・写真８ 写真９ 17：30 夕食  18：15 夜のお楽しみ会  20：00 入浴  21：00 就寝   （２）２日目 12 月 20 日（日） 時刻 内容 写真 ７：00 起床，そうじ  ８：00 朝食  ９：00 こども地球博覧会をつくろう① 写真 10・写真 11・写真 12 



こども地球博覧会をつくろう① 写真 13・写真 14 12：30 昼食  14：00 こども地球博覧会をつくろう② 写真 15・写真 16・写真 17 写真 18・写真 19 14：40 閉会式  15：00 解散   （３）写真 写真１  「四コマ漫画をつくろう！」               自分の１コマとつながる人を探して，四コマ漫画を作ります。  写真２  「国を探そう！」                      自分の写真がどこの国か探します。       



写真３ 「人間知恵の輪にチャレンジ！」                  手を離さずに，１つの円にもどします。  写真４  「文章を作ろう！」               文字を組み合わせて文章を作っていきます。  写真５ 「竹の子ニョッキ！」                       他の人とかさならないように立ち上がります。 



写真６ 「フルーツ王国」                   ロープを使ってフルーツを取り出します。  写真７ 「ミツバチの国」               クモの巣にあたらないようにして，はちみつをとりに行きます。  写真８ 「サファリの国」                   木の実や葉っぱで動物を作っていきます。 



写真９ 「宝石の国」            いろいろな場所にある宝石をみんなで集めます。  写真 10 「こども地球博覧会をつくろう①」            半分になった国旗を選んでいます。  写真 11 「こども地球博覧会をつくろう①」            残りの半分の国旗を探しています。 



写真 12 「こども地球博覧会をつくろう①」            見つけた国旗の国の場所を探しています。  写真 13 「こども地球博覧会をつくろう①」            見つけた国旗の国の場所を探しています。  写真 14 「こども地球博覧会をつくろう①」            見つけた国旗の国の場所を探しています。 



写真 15 「こども地球博覧会をつくろう②」                         みんなでアイデアを出し合って，飾りつけをしています。  写真 16 「こども地球博覧会をつくろう②」                         課題をクリアして獲得した写真を工夫しながら掲示しています。  写真 17 「こども地球博覧会をつくろう②」                   こども地球博覧会完成！ 



写真 18 「こども地球博覧会をつくろう②」            みんなでこども地球博覧会を楽しんでいます。  写真 19 「こども地球博覧会をつくろう②」                   世界の国々で使われる生活雑貨に触れることもできます。  ６ 参加者の声 〇 「こども地球博覧会」で，みんなと協力して展示物をおもしろくしたり，ダイナミックに飾りつけたりするのが楽しかった。 〇 初めての参加でとても不安だったけど，いろんな活動をして新しい友だちと仲良くなれたのがとてもうれしかった。 〇 みんなでカードを集め，お客さんに喜ばれるように工夫した。「こども地球博覧会」を作るのがとても楽しかった。 〇 人それぞれにいやな言葉があることがわかった。次にこういう機会があった時，いやな言葉を使わずに仲良くなりたい。 〇 自分は，将来スタッフになりたいと思っているけど，まだ，いろいろな経験が必要だなと思った。  


